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村では乳幼児健診をはじめ、 1 児、 3 どを対象にした健診

事業を行っています。これらの健診はJ身体や精神、運動面からその発育

発達状態を観察し、疾病の有無を発見するのにも役立つています。

会場に集まったお母さんたちは 保健婦さんからむし歯の予防や健康管理

など、よりよい青児のための保健指導を真剣に受けていました。

要87

自0.247

今局のページ
水田農業確立対策

捕助金{ま加算額を重視…・ー 2
うれしいなあ i年生……… 3
4月から母子センヲーが

休止になります…… 4~5

4月{ま
統一地方選挙の月てす..・ e・.6

道路交通法の一部改正……ー 7
公民館だより………………ー S
お父さんの魁強部屋………… g
お知らせ・..........・・・・・・・・….....10



山川川川11111川削11111川

昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
九
年
間
に

わ
た
っ
て
実
施
し
た
っ
水
田
利
用
再

編
対
策
」
は
A
7
年
度
で
終
り
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
昭
和
六
十
二
年
度
か

ら
は
新
た
に
「
水
田
農
業
確
立
対
策
L

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、
地

域
農
業
を
含
め
た
稲
作
の
転
作
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
再
編
対
策
L

は
、
麦
や
大
一
旦
な
ど
の

転
作
作
物
の
作
付
を
推
進
奨
励
し
て

い
た
の
に
対
し
、
新
対
策
で
は
輪
作

や
転
作
作
物
の
生
産
性
の
向
上
と
水

田
を
利
用
し
た
転
作
農
法
の
確
立
を

目
指
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
輪
入
問
題
や
食
管
制
度

の
あ
り
方
な
ど
、
農
業
を
と
り
ま
く

情
勢
は
益
々
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

新
対
策
の
成
否
が
今
後
の
農
業
の
方

向
づ
け
を
す
る
大
き
な
カ
ギ
に
な
り

ま
す
。
各
農
家
ご
と
に
転
作
を
含
め

た
営
農
計
画
を
た
て
る
と
共
に
、
ぜ

ひ
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
方

(
集
団
転
作
等
)
を
進
め
、
目
標
達

成
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

金
j
加
算
額

次
に
助
成
補
助
金
で
す
が
、
こ
れ

は
転
作
な
ど
を
行
っ
た
農
家
に
対
し

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
口

下
表
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に「
基

本
額
」
と
「
加
算
額
」
と
か
ら
構
成

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
加
算
額
」

は
、
「
生
産
性
向
上
等
加
算
」
と
「
地

が
域
営
農
加
算
」
か
ら
成
り
立
っ
て

い

似
ま
す
。
こ
れ
ら
の
加
算
額
は
一
定
の

附
要
件
を
満
た
し
、
政
策
上
望
ま
し

い

品
転
作
が
行
わ
れ
た
場
合
に
交
付
さ
れ

作
る
も
の
で
、
重
複
し
て
受
け
る
こ
と

有

が
で
き
ま
す
。

助
成
補
助
金
の
単
価
に
つ
い
て
は
、

基
本
額
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
引
き
下

げ
ら
れ
、
加
算
額
を
重
要
視
し
た
内

本見

容
で
す
。
一
口
に
言
っ
て
、
「
何
を
作

る
か
」
よ
り
も
「
ど
う
作
る
か
L

に

重
点
が
置
か
れ
た
補
助
金
に
な
っ
て

い
ま
す

D昭和62年度

集落別転作目標面積

a 

2，617.5 

335. 1 

1， 261. 2 

20.000 

978. 1 

1，264.9 

6.348.1 

2.718.0 

634.5 

1，515.9 

1， 458.7 

649.0 

7，913 

6， 108. 6 

5，297. 1 

730. 5 3，059.4 

50.000 10， 000 20.000 20.000 506. 9 2.122.8 

371. 2 1. 554. 8 
17，000 5. 000 5，000 7，000 

107. 0 448. 4 

178.0 745.4 7.000 

(注)10a当りの国の標準です

生産性向上加算……生産規模の拡大、生産の組織化、転作田の団

地化などを誘導するもの
地域営農加算・ー……農協が中心となって計画的に推進するもの

7，000 

887. 1 

4，901 

12，814 

211. 8 
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も
う
す
ぐ
四
月
。
ご
家
庭
で
は
入
学
の
準
備
で
何
か
と
気
ぜ
わ

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
の
新
入
学
児
童
は
一

O
八
人
で
、
昨
年
に
較
べ
三
十
四
人

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
ピ
力
ピ

力
の
一
年
生
が
誕
生
す
る
の
も
間
近
で
す
。
入
学
式
を
元
気
い
っ

ぱ
い
に
迎
え
る
た
め
に
、
ご
家
庭
で
交
通
事
故
や
健
康
管
理
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

入
学
児
童
の
名
前
が
も
れ
て
い
た
り
、
間
違
っ
て
い
た
り
し
て

い
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
こ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
)
は
保
護
者
名
で
す
。

〈
川
辺
〉
鈴
木
睦
子
(
和
夫
)
鈴
木

早
苗
(
信
四
郎
)
鈴
木
崇
夫
(
一
夫
)

矢
部
隆
広
(
常
政
)
矢
部
崇
子
(
宗

治
)
大
竹
恵
(
勝
二
円
谷
春
美

)
(
信
幸
)
草
野
博
文
(
光
雄
)
野
崎

潤
真
理
子
(
次
男
)
須
藤
尚
美
(
保
之
)

同
矢
部
淳
一
(
民
雄
)
大
槻
桂
子
(
亮
)

が
山
崎
嘉
郎
(
嘉
重
)
佐
藤
和
晴
(
清

け
晴
)
目
黒
ち
あ
き
(
虞
行
)
仁
井
田

的
瞳
(
倉
二
回
子
真
由
子
(
武
幸
)

供
坂
本
奈
美
(
政
勝
)
矢
吹
良
仁
(
広

停
良
)
小
平
由
紀
夫
(
香
)
鈴
木
千
恵

結
子
(
栄
吉
)

ノ
¥す'つ&

u
 

〈
蒜
生
〉

会
田
理
英
(
勝
)

〈
小
高
〉

車
田
光
春
(
義
衛
)
溝
井

敦
志
(
幸
夫
)
関
根
宏
樹
(
仁
二

車
田
宗
隆
(
喜
雄
)
車
田
由
希
恵
(
利

重
)
車
田
正
弘
(
正
二
矢
部
和
弥

(
忠
男
)
溝
井
真
由
美
(
異
)
藤
田

知
恵
子
(
守
)
佐
藤
悦
一
(
恒
夫
)

橋
本
明
広
(
雄
次
)
国
井
春
美
(
文
雄
)

〈
中
〉
角
田
国
俊
(
守
之
)
永
林
エ

リ
カ
(
貞
久
)
小
針
美
由
紀
(
千
代

子
)
小
針
大
寛
郎
(
洋
二
永
林
高

幸
(
詔
八
)
吉
田
美
保
(
農
良
)
鈴

ホ
阿
弥
子
(
勤
子
)
小
針
綾
(
平

真
)
小
針
太
栄
助
(
康
徳
)
永
林
尋

美
(
正
二
双
里
恭
子
(
政
博
)
小

針
恵
(
茂
)
首
藤
勝
也
(
糠
次
)
増

子
裕
美
(
吉
徳
)
小
針
邦
裕
(
清
信
)

小
針
佑
輝
(
竹
千
代
)

〈
岩
法
寺
〉
小
針
修
(
代
吉
)
鈴

木
恵
美
子
(
昇
)
大
竹
良
光
(
徳
良
)

川
田
崇
裕
(
正
答
佐
久
間
勝
美
(
義

雄
)
大
竹
英
紀
(
邦
夫
)

〈
竜
崎
〉
湯
沢
智
子
(
光
康
)
岩
谷

美
由
希
(
清
)
森
隆
(
隆
太
郎
)

小
林
由
佳
(
重
雄
)
小
林
広
嗣
(
徳

清
)
上
野
弥
恵
子
(
忠
三
)
小
林
勝

則
(
喜
則
)
小
林
信
幸
(
昭
夫
)
仁

井
田
か
わ
り
(
美
子
)
仁
井
田
麻
理

(
俊
朗
)
小
林
千
鶴
(
利
彦
)
仁
井

田
真
由
美
(
秀
雄
)

〈
南
須
釜
〉
小
原
健
次
(
吉
次
)
宗

形
八
重
子
(
徳
次
)
佐
久
間

恵
(
目
立

塩
沢
由
貴
(
正
弘
)
馬
上
久
枝
(
徽
)

塩
沢
友
里
(
利
二
相
楽
蒸
(
正

雄
)
増
子
直
美
(
常
政
)
班
目
佐
智

恵
(
忠
義
)
我
妻
由
香
利
(
利
幸
)

塩
沢
諭
(
重
男
)
吉
村
純
一
(
嘉

安
)
大
川
内
貞
広
(
貞
夫
)

〈
北
須
釜
〉

渡
遺
由
香
利
(
利
男
)

八
代
貴
子
(
元
治
)
塩
沢
勝
徳
(
勝

己
)
高
原
和
美
(
勝
利
)
草
野
は
る

み
(
勝
男
)
関
根
洋
一
(
勝
二
瀬

谷
裕
行
(
吉
利
)
塩
沢
広
幸
(
京
伊
)

草
野
由
美
子
(
正
美
)
榊
校
美
枝
子

(
義
二
)
瀬
谷
麻
理
子
(
雅
之
)

〈
吉
〉

森
久
美
子
(
和
元
)
鈴
木

香
理

(
B
出
夫
)
有
賀
利
絵
(
徳
夫
)

鈴
木
真
喜
子
(
一喜

二

〈
山
小
屋
〉
石
森
洋
平
(
春
男
)
石

森
奈
津
美
(
昌
興
)
石
森
信
幸
(
力

男
)
石
森
勝
幸
(
三
勝
)
我
妻
あ
ゆ

み
(
徳
雄
)
石
森
雅
幸
(
博
信
)
石

森
真
吾
(
良
一
二
)
石
森
猛
(
富
夫
)

〈
南
須
釜
〉

鈴
木
文
子
(
好
市
)
太

田
和
子
(
勝
雄
)

〈
四
辻
新
田
〉
塩
田
奈
緒
美
(
豊
)

関
根
喬
(
吉
己
)

小学校ては幼稚園とは違った集

団生活が待っています。 i年生に

なるといううれしさの反面、不安

と緊張ていっぱいの子どもたちで

す。学校はみんなと一緒に勉強し

たり、遊んだりする楽しいところ

という明るい期待を抱かせること

も、学校生活をスムーズにスター

トさせるためには大切なことです。

次のようなことをご家庭て‘心がけ

てくたさい。

9しつけのために「学校はこわい

ところ」とか「そ九なことをした

ら先生におこられますよJ など学

校をおそろしいところにしない。

@あいさつと返事を元気よく言え

るようにする。

8自分のことは自分でできるよう

にする。(衣服の脱ぎ着ゃあとか

たづけなど)

6早寝 ・早起きを習慣づける。

分余裕をもって起す)

@自分の名前を読み書きできるよ

うにする。(両親の名前、住所・

電話番号等も言えるようにする)

@学校まて一緒に歩いてみる。(通

学路や危険簡所、所要時間の確認)

@むし議、その他治療が必要なと

ころは早くなおしておく。
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母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
村

の
母
子
保
健
事
業
の
拠
点
と
し

て
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し

ま
れ
、
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
四
月
一
日

か
ら
助
産
部
門
を
休
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

宅〉
嘩語草

制 i附

て
き
た

導
機

セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
三
十
九
年
二

月
に
オ
ー
プ
ン
。
そ
れ
以
来
、
母
と

子
の
健
康
を
守
る
と
い
う
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
妊

産
婦
や
、
乳
幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん

に
は
、
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、

健
や
か
に
育
て
る
た
め
の
指
導
機
関

と
し
て
大
き
く
係
わ
っ
て
き
た
こ
と

は
一
一
一
日
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

り
続

セ
ン

し
か
し
、
近
年
、
医
療
制
度
の
充

実
と
、
既
婚
女
性
の
就
業
内
容
の
変

化
に
伴
い
、
同
セ
ン
タ
ー
で
扱
う
わ

ん
f

産
の
件
数
は
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ

い
V

り
ま
す
。
(
左
図
を
参
考
)
そ
の
う

鍔
ぇ
助
産
婦
の
補
充
が
む
ず
か
し
い
状

子母るな》」止休ら.カR
n
 

λu. 

し
て
の
役

先
月
で
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
か

ら
満
二
十
三
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま

で
に
扱
っ
て
き
た
お
産
の
件
数
も
三

千
件
近
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
元
気
な
産
声
を
あ
げ
た
赤
ち
ゃ

ん
は
今
や
成
人
し
、
な
か
に
は
親
子

で
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
た
方

も
い
ま
す
。い

る
で
の
お
産

況
で
、
運
営
そ
の
も
の
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
施
設
の

重
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
も
や
む
を

得
ず
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
休
止

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

年次~IJ分娩件数状況
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乳
幼
児
健
診
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り

セ
ン
タ
ー
で

乳幼児健診はこれまでどおり

四
月
か
ら
母
子
セ
ン
タ
ー
が
休
止

し
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
で
の
お
産

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
と
同
時
に

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
妊
婦
健
診
は

な
く
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
セ
ン
タ

ー
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
セ
ン
タ
ー
は
、

保
健
事
業
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
乳
幼
児
検
診
が
あ
り

ま
す
む
と
れ
は
内
容
が
変
わ
り
、
健

診
方
式
か
ら
、
健
康
診
断
と
健
康
相

談
の
ニ
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

健
康
診
断
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

医
師
(
公
立
岩
瀕
病
院
小
児
科
医
師
)

が
診
察
に
あ
た
り
、
対
象
出
ん
は
三
カ

月
見
と
九
カ
丹
児
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
健
康
相
談
は
、
乳
幼
児
の

発
達
検
査
を
中
心
に
、
保
健
婦
が
そ

の
指
導
、
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。
対

象
児
は
六
カ
月
見
、
一
歳
児
、
一
一
歳

児
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
健
診
は

毎
月
一
回
、
第
二
金
曜
日
(
午
前
中

が
健
康
相
談
、
午
後
は
健
康
診
断
)

に
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
役
場
住
民

課
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
乳
幼
児
保

健
事
業
計
画
表
を
各
世
帯
に
配
布
し

ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
利
用
さ

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
母
子
健
康
セ

あ
た
た
か
な
応
待
に

感
激
し
ま
し
た

セ
ン
タ
ー
の
良
さ
を

知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
ね

ン
タ
i

。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
一
ニ

年
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
入
所
第
一
号

小針洋子さん(49)大学中

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
出
来
た
立

派
な
い
い
施
設
が
出
来
た
な
あ
と
思

い
ま
し
た
ね
。
一
一
一
番
目
が
一
月
下
旬

の
出
産
予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
が
遅

れ
て
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
セ

ン
タ
ー
で
お
産
が
で
き
た
の
は
何
よ

り
の
思
い
出
で
す
口
そ
れ
に
感
激
し

た
の
は
、
真
夜
中
な
の
に
こ
う
こ
う

と
明
り
を
つ
け
、
部
患
を
暖
め
て
み

ん
な
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。
食
事
も
栄
養
を
考
え
、
工
夫
し

た
料
理
を
出
し
て
く
れ
て
、
妊
産
婦

に
対
す
る
新
し
い
時
代
が
来
た
な
あ

と
い
う
印
象
を
受
け
た
の
を
覚
え
て

鴫原真由美さん(22)東京在住

主
人
の
実
家
が
す
ぐ
隣
り
町
で
、

以
前
、
義
理
の
姉
が
こ
こ
で
お
産
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
今
回

私
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
長
女

の
時
は
病
院
で
し
た
の
で
、
セ
ン
タ

i
で
の
お
産
は
多
少
不
安
は
あ
り
ま

し
た
ね
。
で
も
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
病

院
と
連
絡
が
つ
く
と
い
う
こ
と
を
事

前
に
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
安
心
感

は
あ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
丈
夫
な

赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

家
庭
的
な
温
い
雰
囲
気
を
ま
ず
一

番
に
感
ピ
ま
し
た
口
親
身
に
な
っ
て

お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
殺
し

の
小
針
さ
ん
と
、
最
後
の
入
所
者
と

な
っ
た
鴫
原
さ
ん
に
感
想
を
伺
っ
て

み
ま
し
た
。

い
ま
す
。

息
子
の
名
前
も
「
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
」
第
一
号
と
い
う
こ
と
で
、
当

時
村
長
だ
っ
た
丹
内
栄
一
さ
ん
が
名

付
親
と
な
っ
て
「
健
生
」
と
付
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
か
、
げ
で
名
前

ど
わ
り
健
や
か
に
丈
夫
に
育
ち
、

A
7

は
社
会
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
孫
も
お
世
話
に
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
。
時
代

の
流
れ
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、

も
っ
と
も
っ
と
利
用
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
の
が
実
感
で
す
ね
。

く
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
と
病
院
と

は
一
味
違
う
感
じ
で
す
ね
。
そ
れ
に

静
か
な
環
境
で
ゆ
っ
く
り
休
め
ま
す

し
、
病
院
と
違
う
の
は
赤
ち
ゃ
ん
が

す
ぐ
連
れ
て
こ
ら
れ
て
、
一
緒
に
い

ら
れ
る
こ
と
で
す
。

私
が
最
後
の
入
所
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
が
、
こ
ん
な
良
い
施
設
が

な
く
な
る
の
は
お
し
い
で
す
ね
。
私

た
ち
の
よ
う
な
若
い
人
た
ち
が
も
っ

と
こ
の
良
さ
を
知
っ
て
利
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
三
月
い
っ
ぱ

い
で
な
く
な
る
と
聞
い
て
本
当
に
残

念
に
思
い
ま
す
。



ふ穏ま鋪3 制 111

続

挙

好
き
で
す

ふ
る
さ
と

み
ん
な
で
投
票

四
月
は
第
十
一
回
統
一
地
方
選
挙

の
月
で
す
。

地
方
選
挙
は
、
私
た
ち
に
も
っ
と

も
身
近
な
選
挙
で
す
。
こ
の
た
め
と

か
く
義
理
、
人
情
が
か
ら
ん
だ
り
、

買
収
、
供
用
な
ど
が
は
び
こ
ん
だ
り

す
る
機
会
が
多
い
選
挙
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
を
方

向
づ
け
る
重
要
な
選
挙
と
し
て
、
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
正
し
い
判
断

と
自
覚
あ
る
一
票
が
大
切
で
す
。

豊
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か
な
暮
ら
し
と
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

投

票

・
県
議
会
議
員
選
挙

四
月
十
二
日
(
日
)

・
村
長
選
挙
・
村
議
会
議
員
補
欠
選

挙
(
使
乗
選
挙
)

四
月
二
十
六
日
(
日
)

口凶

子供たちの明るい未来のために

投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。

投
票
で
き
る
人

県
議
会
議
員
選
挙

昭
和
四
十
二
年
四
月
十
三
日
ま
で

に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
二

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
村
内
に
住
所

が
あ
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人。

村
長
選
挙
・
村
議
会
議
員
構
欠
選
挙

(
便
乗
選
挙
)

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
七
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
二
年
一
月

一一

O
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
村
内
に

住
所
が
あ
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い

る
人。

す。@
矢
吹
幾
哉
さ
ん

(
小
高
字
御
城
四

O

告
五
七

i
二
O
二
O
)

・
草
野
勇
蔵
さ
ん

(
北
須
釜
字
車
田
九

宮
五
七

l
一二
三
三
七
)

こ
の
た
び
、
次
の
方
が
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
で
、

み
な
さ
ん
の
図
り
ご
と
や
も
め
ご

と
な
ど
の
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
相
談
も
結
構
で

-，' 

与す
るぴ

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
身

体
に
重
度
の
障
害
等
が
あ
っ
て
、
一

般
的
な
不
在
者
投
票
が
で
き
な
い
人

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

方
法
は
、
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に

記
載
し
、
郵
送
す
る
も
の
で
す
。

*
該
当
す
る
人

V
身
体
障
害
者

雨
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障

害
の
場
合
は
一
級
・
二
級
の
人
。
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
に
障
害
の
場
合
は
、
一
級
・
一
ニ

級
の
人
。

V
戦
傷
病
者

数

者
投
票

両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
の
場
合
は
、

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
の
人
。
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
に
障
害
の
場

合
は
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
人
。

t

凶
作
郵
便
投
票
証
明
書
の
請
求
と
交
付

前
記
の
要
項
に
該
当
す
る
人
は
、

自
分
が
署
名
し
た
郵
便
投
票
証
明
書

交
付
申
請
書
に
身
体
障
害
者
手
帳
か
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
添
え
て
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

四
年
間
有
効
の
郵
便
投
票
証
明
書
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

議事
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か
ら

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
今
年
の

四
月
か
ら
毎
月
納
付
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
保
険
料
は
、
三
カ
月

分
を
ま
と
め
て
年
四
回
に
分
け
て
納

付
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、

一
度
に
出
す
金
額
が
多
く
な
る
た
め
、

納
付
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
支
障
が

増える自動車台数と運転免許人口一一一この数と同じよう

に、交通事故はここ数年増加し、交通事故死者も 5年連続

して 9千人を突破しています。このような交通事故の原因

のーっとして、交通の流れを妨げる違法監車があります。

交通事故を減らし、安全な交通環境をつくるため、昨年、

道路交通j去の一部が改正され、 4足!日から施行されるこ

とになりました。そこで、主な改正点を晃てみましょう。

料
が

毎
月

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
四
月
に

金
法
が
大
一
瞬
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
基
礎
年
金
等
の
受
給
権
を
確

保
し
や
す
く
、
安
定
し
た
制
度
に
す

る
た
め
に
、
納
付
し
や
す
い
毎
月
納

付
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

1.パーキング・チケット発給設備が設けられている道路て

は、短時鑓の需主車がてきるようになります。

2.載車違反ステッ力ーを勝手にはがすと処罰されます。(2
万円以下の罰金または科料)

3.違法難事車両のレッ力一移動が活発に行われます。

ι欝金・反関金力王寺iき上げられます。〈罰金は 2fi吾、反期金

{ま約1.5ii吉〉表工参照

5.交通夜前通告制度〈喬切符)の適用議題が拡大されますo

i行政延分の基礎点数(違反点数)の一部が変わります。

駐停車違反の場合は 2点に、また、時速25キロ以上30キ
口未満のスピード違反は 3点になります。

四
月
初
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
一
年
分
の
納
付
書
が
配
布
さ

れ
ま
す
。
納
付
の
方
法
は
今
ま
で
ど

お
り
で
す
。
ま
た
、
四
月
か
ら
の
保

険
料
の
納
付
指
定
期
日
は
毎
月
二
十

五
日
で
す
。
(
一
二
月
分
は
十
五
日
で

す
。
納
付
指
定
期
日
が
日
曜
日
の
場

合
は
、
翌
日
に
な
り
ま
す
)

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
み
な

さ
ん
が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
を
約
め
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
毎
月
納
付
を
心
が
け

中一広しょトフ。

'警察署集会}窓 'J 放~\! r 
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ステッカー

退
職
金
と
税

、
ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い
て

も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か
は
「
退

職
」
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

と
き
手
に
す
る
の
が
退
職
金
で
す
が
、

こ
の
退
職
金
に
は
、
所
得
税
や
住
民

税
が
か
か
り
ま
す
。

退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労
に
対

す
る
報
酬
で
す
か
ら
、
ほ
か
の
所
得

と
は
分
離
し
て
課
税
さ
れ
、
軽
い
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
十
四
年
四
か
月
勤
務
し
た
人
が

退
職
金
を
一
、
六

O
O万
円
も
ら
っ

た
場
合
、
下
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

所得税

213，500円

住民税
115，650円

勤続出年4か月の人が

1， 6∞万円の退職金をもらった場合

退職所得控諜額

1，250万円

350万円

--， す | 課税常万円

院移z~-----協勿勿ク分

電器

，ノ¥、
--lI-

-
年
金
資
金
は
、
簡
易
保
険

や
郵
便
年
金
の
加
入
者
が
保
険
料
や

掛
金
を
穣
み
た
て
た
も
の
で
す
。

こ
の
資
金
は
、
で
き
る
だ
け
有
利

に
、
か
つ
公
共
性
を
重
視
し
た
運
用

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
地

方

公

共

団

体

へ

あ

り

、

学

校

・

住

宅

・

ど

地

域

住
民
の
日
常
生
活
に
密
著
し
た
公
共

施
設
の
建
設
に
役
立
っ
て
い
ま
す
む

村
で
も
、
昨
年
は
農
村
情
報
連
絡

施
設
設
寵
事
業
の
一
部
に
「
積
立
金
」

の
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
簡
保
、
年
金
資
金
は

私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
に
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
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婦
人
学
級

高
齢
者
教
室
が
終
了

新
緑
の
五
月
・
六
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、
毎
月
一
回
の
割
で
開
催
し
て
き

た
婦
人
学
級
と
高
齢
者
教
室
が
二
月

い
っ
ぱ
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

婦
人
学
級
は
の
べ
八
回
開
催
さ
れ
、

一
一
月
十
三
日
の
最
終
の
学
級
で
は
円

谷
助
役
が
「
夢
が
育
つ
村
」
と
題
し
、

村
政
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

二
十
五
人
の
方
が
修
了
証
を
手
に
し

ま
し
た
。

c 
a踏B

川川川

一
方
、
高
齢
者
教
室
は
二
月
十
六

日
に
「
老
人
福
祉
を
考
え
る
」
を
テ

ー
マ
に
最
後
の
教
室
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
村
役
場
住
民
課
の
関
根
福
祉
係

長
が
講
師
に
あ
た
り
、
今
後
の
課
題

を
含
め
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て
話
を

さ
れ
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
口
今
年
度

休
む
こ
と
な
く
全
部
の
教
室
に
出
席

し
た
人
た
ち
は
六
十
二
人
口
そ
の
人

た
ち
に
皆
勤
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

A
7
年
度
も
受
講
生

が
、
研
修
の
思
い
出
や
随
想
を
綴
っ

た
H

文
集
H

を
発
行
し
、
一
年
の
あ

し
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。

高齢者教室の修了式で

婦
人
教
室
に

参
加
し
て

去
る
二
月
十
三
日
で
八
回
を
数
え
る

婦
人
教
室
も
和
気
合
い
あ
い
の
う
ち
に

修
了
致
し
ま
し
た
。
は
じ
め
戸
惑
い
な

が
ら
の
参
加
で
し
た
が
回
を
重
ね
る
要

に
緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
、
雰
囲
気
も
つ
か

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
教
室
で
は
体
を
動
か
し
快
い

の
集
い

庭
教

今
年
で
十
回
を
数
え
る
三
者
の
集

、
い

が
二
月
二
十
二
日
、
須
釜
公
民
館

釦
を
会
場
に
し
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
午
前
中
は
神
野
忠
雄
先
生

(
元
郡

一
一
一
山
一
中
校
長
)
が
「
と
も
に
育
つ
心
」

っ
と
題
し
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
訴

む

え
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約
百

初

五

十

人
の
老
人
、
婦
人
、
青
年
ら
は

駄
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

意
昼
食
を
は
さ
ん
で
三
者
が
ホ
l
ル

与

で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
一
幕

も
あ
り
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
口

午
後
は
参
加
者
が
三
つ
の
分
科
会

(竜崎)

汗
を
流
し
踊
る
楽
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

局
長
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
得
を
し
た
よ
う

な
郵
便
局
の
利
用
の
仕
方
や
、
外
国
を

知
ろ
う
で
は
ア
ン
兼
子
先
生
と
の
す
て

き
な
出
会
い
、
そ
し
て
お
腹
か
ら
声
を

出
し
て
歌
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
教
室
で
の
す

が
す
が
し
さ
、
保
健
婦
さ
ん
の
わ
か
り

や
す
い
健
康
管
理
の
お
話
、
さ
っ
そ
く

毎
日
の
生
活
で
実
践
し
て
い
ま
す
。
閉

一
語
式
で
の
助
役
さ
ん
の
お
話
は
村
の
行

政
の
知
ら
な
さ
す
ぎ
に
反
省
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

福
島
空
港
が
出
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

村
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
・

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
母
と
し
て
、
主

湯沢てい子さん

大
切
さ
学
芯

に
分
か
れ
、
テ

i
マ
で
あ
る
「
良
い

子
を
育
て
る
た
め
に
、
地
域
住
民
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
」
に

添
っ
て
意
見
を
交
換
し
、
そ
れ
ら
を

全
体
会
で
発
表
し
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
返
事
、
あ
い
さ
つ
な

ど
基
本
的
な
し
つ
け
が
今
ゃ
あ
た
り

ま
え
に
な
っ
て
い
な
い
。

H

あ
た
り

ま
え
ο

と
日
頃
考
え
で
い
る
こ
と
が

い
か
に
重
要
で
大
切
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
を
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の

家
庭
教
育
に
い
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
等
が
上
げ
ら
れ
、
有
意
義
な
集

い
と
な
り
ま
し
た
。

婦
と
し
て
、
婦
人
の
果
た
す
役
割
が
大

き
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
食
物
な
ら

飢
え
る
と
い
う
こ
と
は
重
大
な
こ
と
で

敏
感
に
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

し
か
し
心
の
乾
き
に
は
気
が
つ
か
な
い

で
い
る
こ
と
が
往
々
あ
り
ま
す
。

婦
人
教
室
で
学
び
、
沢
山
の
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
心
の
乾
き
を
い
や

さ
れ
た
よ
う
な
満
足
感
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
か
ら
だ
だ
け
で
な
く
心
の

豊
か
な
婦
人
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
夜
遅
く
ま

で
熱
心
に
御
指
導
、
お
世
話
い
た
だ
い

た
講
師
先
生
方
、
落
合
先
生
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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制
度
に
つ
い
て
シ
リ

ー
ズ
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
他
に
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

ぬ
件
離
農
給
付
金
の
支
給

こ
の
制
度
は
、
農
業
者
年
金
に
加

入
で
き
な
い
安
定
葉
業
農
家
等
の
離

農
を
援
助
促
進
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
す
な
わ
ち
、
離
農
者
が
手
放
し

た
農
地
等
を
、
他
の
専
業
的
な
農
家

等
の
経
営
の
規
模
拡
大
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
離
農
者
に
対
し
て
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
支
給
要
件
)

ま
ず
、
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者

で
な
い
こ
と
、
農
業
経
営
主
は
二
十

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
、
引
き
続
き
五

年
以
上
の
農
業
従
事
経
験
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
自

分
名
義
の
農
地
等
を
所
有
権
の
移
転

や
使
用
収
益
権
の
移
転
・
設
定
に
よ

っ
て
処
分
し
、
離
農
し
た
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
む
こ
の
場
合
次
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
外
は
経
営
移
譲
年
金
の

支
給
要
件
に
準
じ
て
い
ま
す
。

①
処
分
の
相
手
方
が
六

O
歳
未
満
の

附附i附11山11山11附i

子
は
親
に
似
る

子

供

の

て

い

る

と

、

い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
親
に
似
て
い
る

な
、
と
思
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

顔
立
ち
ゃ
背
の
高
さ
は
も
と
よ
り
、
肌

の
感
ピ
、
指
の
形
、
運
動
神
経
、
器
用

さ
、
声
の
質
な
ど
無
数
に
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
親
か
ら
素
質
を
受
け
継

い
で
い
る
上
に
、
一
緒
に
生
活
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
似
て
い
る
の
は
当

⑩ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

武

ぷ先
王手ζ

然
の
こ
と
で
す
。
夫
婦
の
ど
ち
ら
も
も

っ
て
い
な
い
も
の
が
子
供
に
現
れ
る

こ
と
は
な
い
、
と
一
一
一
一
同
う
人
も
い
ま
す
。

別
の
表
現
で
言
え
ば
、
子
供
の
示
し

て
い
る
特
徴
の
原
型
は
、
す
べ
て
裁
の

中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
が
自
分
で
欠
点
と
患
っ
て
い
る

こ
と
、
他
人
に
母
一
言
い
た
く
な
い
こ

と
が
、
子
供
の
中
に
い
つ
の
間
に
か

農
業
者
年
金
の
加
入
者
か
、

産
法
人
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等

の
適
格
法
人
。

②
基
準
自
に
一
一
一

0
ア
ー
ル
以
上
の
自

作
地
が
あ
る
こ
と
む

(
支
給
額
)

一
件
に
つ
き
六
十
二
万
円

*
農
地
等
寅
入
資
金
の
貸
付

農
業
者
年
金
基
金
で
は
、
農
業
者

年
金
の
経
営
移
譲
を
し
よ
う
と
す
る

人
や
、
規
模
拡
大
を
困
ろ
う
と
す
る

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
等
に
対
し

て
、
農
地
等
の
取
得
に
必
要
な
資
金

の
貸
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

(
貸
付
の
条
件
)

償
還
期
間
は
一
一
一

O
年
以
内
で
、
そ

の
う
ち
措
置
期
間
三
年
以
内
で
す
。

現
れ
て
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
と
思
い

な
が
ら
も
、
か
わ
い
そ
う
に
思
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

歌
の
へ
た
な
子
供
、
走
る
の
が
遅

い
子
供
の
様
子
を
見
て
、
自
分
の
子

供
時
代
を
思
い
出
す
親
も
た
く
さ
ん

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
と
き
に
、

そ
れ
は
遺
伝
だ
、
仕
方
が
な
い
と
言

っ
て
し
ま
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
に
言
っ
た
り
諦
め
た
り
す
る

前
に
、
そ
れ
が
子
供
の
人
生
に
ど
れ

だ
け
必
要
な
こ
と
な
の
か
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

走
る
の
が
速
い

こ
ろ
は
リ
レ
!
の

し
て
人
気
を
集
め

、
小
学
校
の

に
な
っ
た
り

ピ
ア
ノ
の

利
率
は
、
二
%
(
冨
の
利
子
補

給
に
よ
る
)
で
、
貸
付
額
は
三

O
万

円
以
上
で
す
ョ

尿
の
に
ご
り

尿
は
透
明
い
黄
色
か
、
薄
い

茶
色
を
し
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。
こ

れ
は
体
の
な
か
の
た
ん
ぱ
く
質
や
血

液
が
分
解
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。

尿
の
色
は
食
物
や
飲
み
物
、
薬
に

よ
っ
て
も
多
少
変
わ
り
ま
す
凸
尿
が

に
ご
っ
て
い
て
、
病
気
で
は
な
い
か

と
心
配
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

の

早

い

で

す

。

し

か

し
、
す
べ
て
の
子
供
が
運
動
の
選
手

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

G

音

楽
を
自
分
の
職
業
に
で
き
る
人
は
ご

く
わ
ず
か
で
す
。
欠
点
や
弱
点
を
直

す
こ
と
よ
り
も
長
所
を
伸
ば
す
こ
と

の
ほ
う
が
楽
で
す
し
、
本
人
に
も
楽

し
い
こ
と
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
「
オ

i
ル
5
L
の
入
、
つ
ま
り
何
も
か
も

完
全
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
。

子
供
の
弱
点
、
を
知
る
と
と
も
に
、

そ
の
子
供
の
良
い
点
を
伸
ば
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
子
は
ど
ん
な
子

供
な
の
か
、
つ
ま
り
そ
の
子
供
の
個

性
を
的
確
に
把
擢
し
て
、
そ
れ
を
発

展
さ
せ
る
道
を
考
え
る
こ
と
、
こ
れ

な
お
貸
付
要
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
わ
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

タ
タ
く
は
生
理
的
な
現
像
で
す
の
で
気

に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
に

な
る
よ
う
で
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
な
ど
に
調
べ
て
も
ら
い
ま
し

ょ
λ
j
o

注

意

し

た

い

の

っ

ぽ

い

コ

!

ラ
の
よ
う
な
包
の
お
し
つ
こ
の
場
合

で
、
ジ
ン
炎
が
疑
わ
れ
ま
す
。
こ
の

病
気
は
子
洪
に
多
く
、
症
状
と
し
て

は
顔
が
ち
ょ
っ
と
む
く
む
程
度
で
す

の
で
、
「
わ
し
つ
こ
が
黒
い
し
な
ど
と

子
供
が
一
一
出
回
っ
た
と
き
は
、
早
自
に
病

院
に
連
れ
て
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

不
完
全
な
と
こ
ろ
を
い
ろ
い
ろ
と
も

っ
た
親
の
血
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
親

に
育
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

子
供
に
完
全
さ
を
期
待
す
る
の
は
も

と
も
と
無
理
な
こ
と
で
す

D

教
育
に
満
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
八

十
点
取
れ
れ
ば
十
分
で
し
ょ
う
。
何

が
こ
の
子
供
の
長
所
な
の
か
、
そ
れ

を
目
先
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
大
き
な

立
場
か
ら
見
て
考
え
る
こ
と
、
こ
れ
は

父
親
の
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
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昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
老

人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
老
人
医
療

の
一
部
負
担
金
が
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。

村のようす
(62年2月18現在)

1，549戸(-2) 

3，728人(-6) 

3，805人(+1) 

す
う
ま

と
い

で
ざ

め
ご

お
t

生誕お

7，533人 (ー 5)

襲

撃

愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

*
外
来
の
と
き

四
百
円
か
ら
八
百
円
に
な
り
ま
し

た。*
入
院
の
と
き

一
日
に
つ
き
三
百
円
(
ニ
カ
月
限

度
)
は
、
四
百
円
(
期
限
撤
廃
)
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
負
担

金
減
額
対
象
者
で
村
の
認
定
を
受
け

た
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

輸
血
に
よ
っ
て
多
く
の
生
命
が
救

わ
れ
て
い
ま
す
。
血
液
は
ど
ん
な
に

科
学
が
進
歩
し
て
も
人
工
的
に
つ
く

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
か
わ
り
の

医
薬
品
も
あ
り
ま
せ
ん
。

村
の
献
血
目
標
本
数
は
三
七
二
本
。

名

治

権

虐

也

川

部

諸

:

茂

J

1

;

刻

刻

備

重

正

勝

義

武

雄

出局同
月

出生児氏名

鈴木希

関根聡

大和田梨佳

岩谷幸紀

小針 義之

宗形 手羽

関根香織

区

辺

高

釜

釜
中

須

須

小

南

北

// 

ク

地

J 11 こ
れ
に
対
し
で
、
現
在
の
献
血
本
数

は
二
八
四
本
で
、
あ
と
八
八
本
足
り

ま
せ
ん
。

三
月
三

0
8
(月
)
に
、

移
動
採
血

パ
ス
が
来
ま
す
。
健
康
な
あ
な
た
の

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

At/
あ
り
が
と
う

愛

ご

ざ

い

ま

す
おくやみ

申し上げます

( 1月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

郡司カネ子 71 たか子

塩沢重正 74 正吉

増子要助 83 重直

北須釜鈴木三郎 76 一 雄

北須釜鈴木キザ 79 二次男

区

寺

釜
法

須

地

岩

南

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コし

・
南
須
釜
の
大
野

弘
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
小
高
の
溝
井
倉
夫
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
中
の
鈴
木
正
三
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

あ
な
た
の
親
し
い
方
に

広
報
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

広
報
た
ま
か
わ
を
村
外
発
送
し
始

め
て
か
ら
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
ま

す
。
昨
年
は
六
十
三
人
の
方
た
ち
に

広
報
紙
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
今
年

も
ま
た
、
引
き
続
き
村
外
発
送
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
親
し
い

方
に
送
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

発
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
一
二
月
二

O
日
頃
ま
で
に
、
送
付
先
の
住
所
と

氏
名
、
代
金
千
円
を
添
え
て
役
場
企

画
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。




